

















































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4
（Grundsein einer Nichtigkeit）」（SZ下
129）を意味する。「負い目ある存在はなんらかの過誤の結果としてはじめて生
 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ずるものではなく
4 4 4 4 4 4 4 4
、むしろその逆であって
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、過誤はある根源的な負い目ある存
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
65対象関係論の存在論的基礎付けによるケースワーク及び 地域福祉の実践理論のための素描（中盤）
在を〈根拠として〉はじめて可能になる」





















































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、それゆえにおのれの死へむかっ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
て自由に打ちひらかれ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、死につきあたってくだけ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、こうしておのれの事実的な
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
現へ投げかえされることのできる存在者
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、─すなわち
4 4 4 4
、将来的でありつつ同根
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
源的に既往的な存在者
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、かような存在者のみが
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、相続された可能性をおのれ自
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
身へ伝承しつつ
4 4 4 4 4 4 4
、おのれの被投性を引きうけ




4 4 4 4 4
〉へむかっ
4 4 4 4
て瞬視的に存在することができる
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。本来的であるとともに有限的でもある時間
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
性のみが
4 4 4 4
、運命というようなことを
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、すなわち本来的歴史性を可能にするので











4 4 4 4
、明らかに自覚をもっておこなわれる伝承
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
のことである
























































4 4 4 4 4 4 4 4 4
いたもの
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